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若
越
郷
土
研
究　

六
十
二
巻
一
号

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

二
十
四
輩
と
は
親
鸞
聖
人
の
面
授
の
高
弟
た
ち
を
指
し
、
近
世
に
は
そ
の
遺

跡
を
巡
拝
す
る
こ
と
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
越
前
に
於
け
る
こ
の
ブ
ー
ム
の
実

態
を
追
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
一
項
で
は
案
内
本
、
二
項
で
は
巡
拝
帳
に
つ
い

て
調
査
し
た
の
で
、
若
干
の
考
察
を
記
す
。

　
　
　

一　

二
十
四
輩
巡
拝
案
内
本

　

十
一
件
の
書
籍
を
挙
げ
、
そ
の
特
徴
な
ど
を
記
し
て
お
く
。
ま
た
表
一
に
は

横
軸
に
資
料
番
号
、
縦
軸
に
旧
跡
名
を
記
し
、
記
述
と
図
の
有
無
を
記
号
で
表

わ
し
た
。

　

以
下
、
書
誌
に
つ
い
て
は
版
本
と
写
本
の
別
、
巻
数
（
丁
数
）、
著
者
名
、

成
立
年
、［
巡
拝
ル
ー
ト
］
の
順
に
記
す
。
な
お
Ｇ
⑥
と
Ｇ
⑨
以
外
は
す
べ
て

筆
者
の
架
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

Ｇ
① 

遺
徳
法
輪
集
（
１
）

　
　

 

版
本
六
巻
七
冊
（
一
八
七
丁
）、
宗
誓
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
刊
［
北

陸
・
信
濃
・
関
東
・
相
模
・
甲
斐
・
東
海
・
美
濃
］

　

二
十
四
輩
の
案
内
本
で
は
な
い
が
、
初
め
て
越
前
の
寺
院
が
記
さ
れ
た
版
本

で
あ
り
、
後
の
案
内
本
の
参
考
資
料
と
し
て
影
響
を
与
え
た
と
み
ら
れ
る
。

　

冒
頭
に
毫
摂
寺
が
挙
げ
ら
れ
、「
元
今
出
川
に
あ
っ
た
が
、
大
町
如
道
に
か

か
る
鯖
江
浄
照
寺
（
誠
照
寺
）、
横
越
清
浄
寺
（
証
誠
寺
）、
中
野
専
称
寺
（
専

照
寺
）
の
本
寺
と
な
り
、
清
水
頭
に
移
転
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で

福
井
橋
立
真
宗
寺
、
岩
倉
村
法
興
寺
、
木
田
橘
宗
賢
、
同
浄
徳
寺
、
和
田
本
覚

寺
、
但
馬
興
宗
寺
、
大
味
浦
法
雲
寺
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

特
記
す
べ
き
は
他
に
見
ら
れ
な
い
由
緒
が
記
さ
れ
た
岩
倉
村
法
興
寺
で
あ

る
。
親
鸞
が
越
後
下
向
の
折
、
文
殊
嶽
の
峠
道
を
通
り
足
羽
郡
岩
倉
村
（
福
井

越
前
に
於
け
る
二
十
四
輩
巡
拝
に
つ
い
て

池　

田　

正　

男
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池
田　

越
前
に
於
け
る
二
十
四
輩
巡
拝
に
つ
い
て

市
文
殊
地
区
）
の
当
寺
に

一
泊
し
た
と
あ
る
。
ち
な

み
に
当
寺
は
近
世
末
期
に

足
羽
郡
赤
坂
村
に
移
転
し

寺
号
も
「
法
光
寺
」
を
用

い
て
い
る
。
同
寺
旧
地
の

林
中
に
「
聖
徳
太
子
・
親

鸞
聖
人
御
旧
跡
」
と
彫
ら
れ
た
石
塔
が
残
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
② 

親
鸞
聖
人
御
旧
跡
二
十
四
輩
記
（
２
）

　
　

 

版
本
七
巻
（
一
五
八
丁
）、竹
内
寿
庵
、享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
刊
［
京
・

湖
東
・
北
陸
・
信
濃
・
関
東
・
奥
羽
・
相
模
・
東
海
・
美
濃
・
湖
東
］

　

著
者
は
越
前
の
人
で
あ
っ
て
『
越
前
名
勝
志
』
を
著
し
て
い
る
。
後
書
き
に

よ
れ
ば
、「
越
前
国
大
野
郡
椎
原
邑
・
経
廻
・
竹
内
寿
庵
」
と
記
し
、
そ
の
後

に
大
野
郡
人
四
名
の
名
を
記
し
て
お
り
、
実
際
に
踏
査
し
こ
れ
を
援
け
た
人
々

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
な
お
、『
福
井
県
史
』
に
よ
れ
ば
寿
庵
は
元
丸
岡

藩
主
本
多
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
本
多
氏
の
除
封

と
共
に
志
比
原
に
隠
棲
し
、『
名
勝
志
』
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
頃
の
成
立

と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
の
下
部
に
は
道
程
と
茶
屋
・
宿
・
名
所
の
記
載
が
あ
り
、
実
際
に
踏
査
し

て
調
べ
た
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
越
前
の
記
述
は
荒
血
山
（
愛
発
）
と
細
呂

木
鋸
坂
の
親
鸞
の
御
詠
歌
が
記
さ
れ
、
次
い
で
和
田
本
覚
寺
、
但
馬
興
宗
寺
の

由
緒
と
宝
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
に
刊
行
さ
れ
る
本
は
徐
々
に
選
定
寺
院
の

基
準
が
曖
昧
に
な
っ
て
ゆ
く
の
に
対
し
、
厳
格
な
基
準
で
巡
拝
寺
院
を
選
ん
で

い
た
と
み
ら
れ
る
。

Ｇ
③ 

親
鸞
聖
人
御
旧
跡
図
彙

　
　

 

版
本
一
冊
（
三
三
丁
）、
山
田
信
斎
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
刊
［
近
江
・

北
陸
・
信
濃
・
奥
羽
・
関
東
・
相
模
］

　

厳
密
な
意
味
で
は
案
内
本
で
は
な
い
。
し
か
し
当
時
の
毫
摂
寺
と
福
井
御
坊

の
伽
藍
図
及
び
吉
崎
の
見
取
り
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
貴
重
と
考
え
載
せ
て
お

い
た
。
ま
た
「
鯖
江
浄
照
寺
（
誠
照
寺
）
本
堂
十
二
間
半
四
方
也
、
横
越
清
浄

寺
（
証
誠
寺
）
本
堂
十
間
四
方
也
、
中
野
専
称
寺
（
専
照
寺
）
本
堂
七
間
四
方

也
」
と
記
さ
れ
、こ
れ
も
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
な
お
寺
名
は
『
遺
徳
法
輪
集
』

を
踏
襲
し
て
お
り
、
こ
の
本
を
参
照
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

序
文
に
よ
れ
ば
老
母
の
求
め
で
旧
跡
を
巡
拝
し
、
堂
宇
の
た
た
ず
ま
い
を
略

図
に
し
て
母
に
見
せ
た
と
あ
る
か
ら
、
著
者
の
実
地
調
査
記
録
で
も
あ
る
。

　

な
お
奥
付
の
頁
に
「
二
十
四
輩
旧
跡
図
彙　

さ
い
し
き　

箱
入
」
と
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
本
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
の
別
称
で
あ
り
、
彩
色

版
と
み
ら
れ
る
。

Ｇ
④ 

親
鸞
聖
人
御
旧
跡
二
十
四
輩
巡
拝
記

　
　

 

版
本
（
横
本
）
一
冊
（
七
〇
丁
）、
江
玉
堂
楓
司
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）

刊
［
京
・
湖
西
・
北
陸
・
奥
羽
・
関
東
・
相
模
・
信
濃
・
甲
斐
・
東
け
ん

海
・
美
濃
・
湖
東
］

　

二
十
四
輩
案
内
の
懐
中
本
の
嚆
矢
で
あ
る
。
著
者
は
遠
州
掛
川
の
住
人
で
あ

り
、
跋
文
に
よ
れ
ば
著
者
自
身
の
実
地
調
査
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ

る
。
こ
の
本
は
版
を
重
ね
、
後
に
は
後
述
す
る
『
参
詣
記
』
と
の
混
成
版
も
出

さ
れ
る
始
末
で
あ
る
。

図１ 黒岩法興寺跡に立つ石塔
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
二
巻
一
号

　

越
前
の
記
述
を
見
て
み
る
と
、
京
よ
り

湖
西
を
通
り
越
前
入
り
す
る
道
程
案
内
を

載
せ
、
絵
は
敦
賀
湾
と
吉
崎
の
遠
景
が
載

せ
て
あ
る
。
案
内
す
る
寺
院
名
を
列
記
す

る
。
横
越
証
誠
寺
・
鯖
江
誠
照
寺
・
鳥
羽

万
法
寺
・
福
井
専
照
寺
・
橘
宗
賢
・
東
御
坊
・

真
宗
寺
・
和
田
本
覚
寺
・
西
御
坊
・
興
宗

寺
・
油
屋
勘
左
衛
門
・
舟
橋
柘
植
・
久
末

照
厳
寺
・
吉
崎
東
御
坊
・
西
御
坊
。

　

特
記
事
項
と
し
て
は
五
分
市
毫
摂
寺
の

記
載
が
な
く
、
一
方
、
福
井
東
西
御
坊
・
吉
崎
東
西
御
坊
と
蓮
如
関
連
の
油
屋

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
伽
藍
の
寸
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
証
誠
寺
（
本
堂
十
二
間
四
面
）、
誠

照
寺
（
本
堂
十
三
間
四
面
）、
万
法
寺
（
本
堂
七
間
に
六
間
）、
専
照
寺
（
本
堂

十
三
間
四
面
）、東
御
坊
（
本
堂
十
九
間
四
方
）、真
宗
寺
（
本
堂
九
間
に
十
間
）、

本
覚
寺
（
本
堂
十
間
に
九
間
）、西
御
坊
（
本
堂
二
十
三
間
四
方
）、興
宗
寺
（
八

間
四
面
）、
吉
崎
東
御
坊
（
御
堂
八
間
四
方
）、
西
御
坊
（
同
前
）。

Ｇ
⑤ 

親
鸞
聖
人
御
旧
跡
二
十
四
輩
参
詣
記

　
　

 

版
本
（
横
本
）
一
冊
（
一
一
二
丁
）、
嶋
屋
長
治
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

刊
［
京
・
湖
西
・
北
陸
・
信
濃
・
奥
羽
・
関
東
・
相
模
・
甲
斐
・
東
海
・

美
濃
・
湖
東
］　

　
『
巡
拝
記
』
よ
り
十
二
年
遅
れ
て
近
江
八
幡
の
嶋
屋
長
治
が
懐
中
案
内
本
を

刊
行
し
て
い
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
宝
暦
七
年
・
同
九
年
・
同
十
三
年
・
明
和
二

年
の
四
回
実
地
調
査
を
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

越
前
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。「
い
も
が
だ
い
ら
」（
芋
ヶ
平
）、
毫
摂
寺
、

つ
げ
（
柘
植
）、
川
し
り
（
川
尻
）
西
光
寺
が
記
さ
れ
て
い
る
点
が
目
新
し
い
。

特
に
毫
摂
寺
へ
の
道
程
と
し
て
、
府
中
・
北
山
村
舟
渡
し
（
帆
山
村
の
誤
）・

や
は
し
村
（
矢や

放は
な
し

―
な
脱
）・
し
や
う
村
（
庄
村
は
庄
田
村
に
改
称
）・
お
う
村

（
大
出
村
に
改
称
）
が
記
さ
れ
、
横
越
村
へ
の
道
程
と
し
て
、
ま
か
ら
村
（
真

柄
村
）・
た
に
村
（
戸と

谷た
に

村
―
と
脱
）・
中
新
庄
村
・
下
新
庄
村
・
新
村
と
記
さ
れ
、

巡
拝
者
の
利
便
性
が
高
ま
っ
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
脱
字
や
聞
き
間

違
い
の
多
さ
も
目
立
ち
、
版
を
重
ね
て
も
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

な
お
毫
摂
寺
の
説
明
で
は
「
本
堂
十
三
間
に
十
一
間
東
向
・
あ
み
だ
堂
九
間

に
八
間
」
と
あ
り
、貴
重
な
記
述
で
あ
る
。
ま
た
「
ぜ
ん
ら
ん
上
人
旧
跡
な
り
」

と
記
し
、
当
寺
で
の
聞
き
取
り
に
依
る
記
述
と
み
ら
れ
、
本
願
寺
サ
イ
ド
の
認

識
と
は
差
異
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
本
の
最
後
に
「
御
本
山
御
免
記
」
と
記
さ

れ
、
本
願
寺
の
承
認
を
受
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

伽
藍
の
概
寸
で
『
巡
拝
記
』
と
差
異
が
あ
る
部
分
の
み
挙
げ
て
お
こ
う
。
誠

照
寺
（
本
堂
十
六
間
四
方
・
東
向
・
阿
弥
陀
堂
八
間
四
め
ん
）、
専
照
寺
（
阿

弥
陀
堂
九
間
四
面
）、
東
方
御
坊
（
本
堂
十
三
間
二
間
掾
三
方
）、
興
宗
寺
（
本

堂
九
間
に
十
間
）、
西
御
坊
（
本
堂
十
六
間
四
面
・
三
方
に
四
間
の
掾
）、
川
尻

西
光
寺
（
本
堂
十
間
四
面
）、
吉
崎
西
方
御
坊
（
本
堂
六
間
四
面
）、
同
東
方
御

坊
（
本
堂
八
間
四
面
）。

Ｇ
⑥ 
大
谷
遺
跡
録

（
３
）

　
　

 

版
本
五
巻
、
先
啓
了
雅
、
安
永
七
年
（
一
七
七
九
）
刊
［
京
・
北
陸
・
信
濃
・

関
東
・
奥
羽
・
甲
斐
・
東
海
・
美
濃
・
伊
勢
・
近
江
・
摂
津
・
備
後
］

図２　柘植御旧跡
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池
田　

越
前
に
於
け
る
二
十
四
輩
巡
拝
に
つ
い
て

　

本
願
寺
の
学
僧
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
願
寺
サ
イ
ド
の
文
献
研
究
成

果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
寺
名
の
補
記
に
道
程
と
所
在
地
が
記
さ
れ
、
次
い
で

各
寺
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。
越
前
の
寺
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
毫
摂
寺
、

府
中
陽
願
寺
、
証
誠
寺
、
誠
照
寺
、
大
味
法
雲
寺
、
岩
倉
法
光
寺
、
橘
屋
、
専

照
寺
、
真
宗
寺
、
本
覚
寺
、
興
宗
寺
の
十
一
ヶ
寺
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

余
談
な
が
ら
、
こ
の
本
の
付
録
と
位
置
付
け
さ
れ
る
『
諸
寺
異
説
弾
妄（
４
）』
も

刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
越
前
四
箇
寺
、
法
雲
寺
、
岩
倉
法
光
寺
、
本
覚
寺
、

興
宗
寺
の
由
緒
の
誤
謬
を
糾
弾
し
て
い
る
。

Ｇ
⑦ 

二
十
四
輩
巡
拝
図
会

　
　

 

版
本
十
巻
（
五
六
四
丁
）、
了
貞
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊
［
京
・
近

江
・
北
陸
・
信
濃
・
関
東
・
相
模
・
甲
斐
・
東
海
・
美
濃
・
摂
津
・
河
内
・

備
後
・
伊
勢
］　

　

前
編
五
巻
・
後
編
五
巻
で
文
は
僧
了
貞
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
特
に
絵
図
は
玉

泉
洞
水
に
よ
っ
て
忠
実
に
描
か
れ
た
も
の
を
多
く
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
旧
跡

の
所
在
地
は
載
せ
て
い
る
が
、
道
程
に
つ
い
て
は
説
明
文
に
簡
単
に
記
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
街
道
や
宿
駅
等
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
案
内
本
と
云
う
よ
り
も

名
所
図
会
の
様
式
に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
。

　

了
貞
は
河
内
専
教
寺
の
僧
で
あ
る
が
本
願
寺
の
学
僧
で
も
あ
っ
て
、
本
願
寺

サ
イ
ド
文
献
研
究
成
果
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
凡
例
に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
書

物
に
は
す
べ
て
目
を
通
し
て
、誤
謬
を
正
さ
ん
と
し
て
編
ん
だ
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
玉
泉
の
題
文
に
よ
れ
ば
千
（
百
）
聞
は
一
見
に
し
か
ず
の
格
言
に
あ
る
通

り
、忠
実
な
る
絵
図
の
提
供
に
よ
っ
て
誤
っ
た
理
解
な
き
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
こ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
絵
図
は
当
時
の
実
態
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
と

み
ら
れ
、
貴
重
な
情
報
と
云
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
絵
図
は
稿
末
に
挙
げ
て
お
い

た
。
な
お
伽
藍
図
が
記
さ
れ
た
寺
の
概
寸
は
本
文
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も

貴
重
で
あ
る
。

　

異
同
が
あ
る
も
の
を
挙
げ
る
。
毫
摂
寺
（
本
堂
十
三
間
四
面
・
金
堂
九
間
四

面
）、陽
願
寺（
本
堂
十
三
間
四
面
）、証
誠
寺（
本
堂
十
三
間
四
面
）、誠
照
寺（
本

堂
九
間
四
方
・
御
影
堂
十
六
間
四
方
）、
専
照
寺
（
本
堂
七
間
・
御
影
堂
十
二

間
）、
真
宗
寺
（
本
堂
十
間
四
面
）、
本
覚
寺
（
本
堂
十
間
四
面
）、
西
御
坊
（
本

堂
十
九
間
四
面
）、
興
宗
寺
（
本
堂
九
間
四
方
）。

Ｇ
⑧ 

二
十
四
輩
御
旧
跡
道
し
る
べ

　
　

 

版
本
（
横
本
）
一
冊
（
八
二
丁
）、光
玉
堂
主
人
、天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

刊
［
京
・
湖
北
・
北
陸
・
信
濃
・
奥
羽
・
関
東
・
東
海
・
美
濃
・
湖
東
］

　

近
世
の
懐
中
案
内
本
と
し
て
最
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
越
前
の
記
述
を
見
て
み

よ
う
。
諸
本
同
様
、
湖
北
よ
り
入
越
し
て
お
り
、
敦
賀
湊
と
九
十
九
橋
の
図
を

載
せ
て
い
る
。
取
り
上
げ
た
旧
跡
寺
院
を
列
記
し
て
お
こ
う
。
芋
が
平
、
毫
摂

寺
、
府
中
陽
願
寺
、
証
誠
寺
、
誠
照
寺
、
万
法
寺
、
専
照
寺
、
橘
宗
賢
、
真
宗

寺
、
西
御
坊
、
東
御
坊
、
本
覚
寺
、
興
宗
寺
、
油
屋
勘
左
衛
門
、
願
乗
寺
、
柘

植
、
久
末
照
厳
寺
、
川
尻
西
光
寺
、
吉
崎
西
御
坊
、
同
東
御
坊
と
盛
り
沢
山
と

な
っ
て
い
る
。

　

前
掲
同
様
伽
藍
寸
法
を
載
せ
て
い
る
。異
同
が
あ
る
も
の
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

誠
照
寺
（
本
堂
十
三
間
四
方
東
面
・
あ
み
だ
堂
八
間
四
方
）、
西
御
坊
（
本
堂

二
十
三
間
四
面
）、
東
御
坊(

本
堂
十
九
間
四
方
）、
吉
崎
西
御
坊
（
御
堂
五
間

の
道
場
）、
同
東
御
坊
（
同
八
間
）

　

な
お
こ
の
本
の
売
捌
所
と
し
て
、
福
井
河
内
屋
常
七
が
記
さ
れ
、
別
本
で
は
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鷹
屋
與
兵
衛
が
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
⑨ 
御
旧
跡
并
二
十
四
輩
記
（
５
）

　
　

 
写
本
一
冊
（
五
〇
丁
）、
近
藤
彦
右
衛
門
、
幕
末
期
成
立
［
北
陸
・
信
濃
・

関
東
・
東
海
・
美
濃
・
越
前
］　

　

近
藤
家
（
坂
井
市
三
国
町
池
上
）
所
蔵
の
手
書
の
案
内
記
が
あ
る
。
福
井
を

出
発
し
、
北
上
し
て
北
陸
・
信
濃
・
関
東
・
相
模
・
東
海
・
美
濃
・
北
国
街
道

を
通
り
福
井
に
帰
着
す
る
道
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
聖
人
御
硯
岩
（
越
後

有
間
川
）、大
場
村
光
源
寺
（
二
景
）、弥
彦
大
社
、お
ば
す
て
山
（
信
州
戸
倉
）、

噴
煙
を
上
げ
る
浅
間
山
、
臼
井
峠
、
妙
喜
山
、
筑
波
山
、
板
敷
山
、
富
士
山
、

以
上
十
一
景
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
越
前
人
の
記
し
た
も
の
故
、
越
前
の
旧
跡
は
記
し
て
い
な
い
。
中
央
よ

り
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
異
な
り
、
地
元
を
起
点
と
し
て
記
さ

れ
た
案
内
本
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。
た
だ
執
筆
者
や
記
録
年
を
欠
い
て
い
る

が
、
浅
間
山
が
噴
煙
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浅
間
山
噴
火
年
代
よ
り
凡
そ

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
頃
の
成
立
で
あ
ろ
う
か
。

Ｇ
⑩ 

見
真
大
師
御
旧
跡
要
図
略
解

　
　

 

版
本
一
冊
（
五
四
丁
）
絵
図
巻
物
、鷹
津
冬
輝
、明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

刊
［
京
・
湖
西
・
北
陸
・
信
濃
・
関
東
・
東
海
・
甲
斐
・
美
濃
・
河
内
］

　

旧
跡
四
十
五
景
を
選
び
、
版
本
に
は
そ
の
由
緒
を
記
し
、
巻
物
に
は
版
木
刷

り
の
彩
色
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
案
内
本
で
は
な
い
が
越
前
の
絵
図
が

描
か
れ
て
い
る
の
で
取
り
上
げ
て
お
く
。

　

越
前
で
は
、
車
の
道
場
、
橘
宗
賢
、
柘
植
御
旧
跡
の
三
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

よ
く
見
る
と
『
巡
拝
図
会
』
の
図
を
写
し
取
り
、
彩
色
を
施
し
た
も
の
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
構
図
で
は
な
い
。
但
し
両
者
を
比
較
す
る
と
構
図
範
囲
や
人
物

や
情
景
が
微
妙
に
異
な
っ
て
お
り
、
全
く
の
コ
ピ
ー
で
は
な
い
。

Ｇ
⑪ 

見
真
大
師
御
旧
跡
二
十
四
輩
道
し
る
べ

　
　

 

版
本
（
横
本
）
一
冊
（
六
四
丁
）、片
山
嘉
助
、明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

刊
［
京
・
湖
北
・
北
陸
・
信
濃
・
奥
羽
・
関
東
・
相
模
・
甲
斐
・
東
海
・

美
濃
・
湖
東
］

　

懐
中
案
内
本
と
し
て
最
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
諸
本
と
同
じ
く
湖

北
よ
り
入
越
す
る
が
、
敦
賀
よ
り
大
良
・
春
日
野
よ
り
武
生
に
入
っ
て
お
り
、

新
国
道
を
通
っ
て
い
る
。
記
載
寺
院
を
列
記
し
よ
う
。
陽
願
寺
、
毫
摂
寺
、
証

誠
寺
、
誠
照
寺
、
三
十
八
社
常
照
寺
、
万
法
寺
、
麻
生
津
称
名
寺
、
専
照
寺
、

橘
宗
賢
、
大
谷
別
院
、
真
宗
寺
、
本
覚
寺
、
本
派
別
院
、
興
宗
寺
、
油
屋
、
柘

植
、
川
尻
西
光
寺
、
吉
崎
大
谷
派
別
院
、
同
本
派
別
院
。

　
　
　

二　

二
十
四
輩
巡
拝
帳

　

史
料
の
収
集
に
努
め
、
筆
者
所
蔵
を
含
め
二
十
二
件
の
巡
拝
帳
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。
表
二
に
は
、横
軸
に
資
料
番
号
、

縦
軸
に
は
越
前
で
の
旧
跡
名
を
挙
げ
、
記
帳
の
手
書
・
版
木
か
を
記
号
で
記
し
、

手
書
き
の
初
出
と
版
木
の
初
出
の
図
番
を
付
し
て
「
二
十
四
輩
巡
拝
帳
集
」
に

挙
げ
て
お
い
た
。
ま
た
通
過
月
日
を
付
し
て
お
い
た
。
入
越
・
出
越
ル
ー
ト
確

認
の
た
め
、
越
前
の
接
続
地
と
な
る
若
狭
・
湖
西
・
湖
東
・
加
賀
・
美
濃
も
追

加
し
て
お
い
た
。

　

以
下
、
表
題
を
掲
げ
、
所
蔵
者
名
、
出
発
地
、
巡
拝
者
名
、
出
発
年
月
日
～
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池
田　

越
前
に
於
け
る
二
十
四
輩
巡
拝
に
つ
い
て

到
着
月
日
、
総
参
拝
箇
所
数
［
巡
拝
ル
ー
ト
］
の
順
に
記
し
て
お
く
。

Ｊ
① 
無
題　

筆
者
蔵

　
　

 
美
濃
国
不
破
郡
今
須
平
井
、
不
詳
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
五
月
中
旬

～
十
月
初
旬
、
八
十
五
か
所
［
大
野
入
・
北
陸
・
奥
羽
・
関
東
・
相
州
・

甲
州
・
尾
張
］

Ｊ
② 

親
鸞
聖
人
御
旧
跡
巡
拝　

福
井
県
文
書
館
画
像
提
供

　
　

 

越
前
国
丹
生
郡
血
河
平
村
、
妙
清
・
妙
円
・
妙
周
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

二
月
二
十
九
日
～
三
月
下
旬
、
十
二
か
所
［
北
陸
］

Ｊ
③ 

御
旧
跡
二
十
四
輩
巡
廻
帳　

蓮
成
寺
蔵
（
愛
知
県
碧
南
市
）　

　
　

 

越
後
郡
頚
城
郡
錦
村
、
惣
左
衛
門
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
四
月
初
旬

～
五
月
中
旬
、
二
十
か
所
［
越
後
・
信
濃
・
近
江
・
京
・
北
陸
］

Ｊ
④ 

御
旧
跡
二
十
四
輩
順
拝
帳　

蓮
成
寺
蔵
（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

画
像
提
供
）　

　
　

 

三
州
碧
海
郡
大
浜
下
村
東
、
磯
貝
清
右
衛
門
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

正
月
下
旬
～
四
月
下
旬
、
三
十
六
か
所
［
尾
張
・
美
濃
・
湖
東
・
京
阪
・

湖
西
・
北
陸
・
信
濃
・
奥
羽
・
関
東
・
相
模
・
東
海
］

Ｊ
⑤ 

二
十
四
輩
巡
拝
記　

谷
口
家
蔵
（
福
井
県
越
前
市
）

　
　

 

越
前
国
今
立
郡
横
市
村
、
平
右
衛
門
・
妻
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
六

月
下
旬
～
七
月
下
旬
、
十
六
か
所
［
湖
東
・
美
濃
・
尾
張
・
信
濃
・
北
陸
］

Ｊ
⑥ 

祖
師
聖
人
御
旧
跡
帳　

蓮
成
寺
蔵

　
　

 

越
之
前
州
今
立
郡
西
尾
村
、
惣
左
衛
門
妻
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
七

月
三
日
～
八
月
下
旬
、
三
十
四
か
所
［
北
陸
・
信
濃
・
東
海
・
伊
勢
・
京
・

湖
東
］

Ｊ
⑦ 

祖
師
聖
人
御
旧
跡
記　

筆
者
蔵

　
　

 

越
後
国
頚
城
郡
小
出
雲
村
、
小
右
衛
門
、
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
十

月
下
旬
～
十
二
月
、
五
十
か
所
［
北
陸
・
湖
西
・
河
内
・
伊
勢
・
尾
張
・

三
河
・
信
濃
］

Ｊ
⑧ 

祖
師
聖
人
御
旧
跡
巡
拝　

筆
者
蔵

　
　

 

和
州
南
部
三
條
村
、
き
く
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
三
月
初
旬
～
十
一

月
下
旬
、
百
七
十
七
か
所
［
京
・
湖
西
・
北
陸
・
信
濃
・
奥
羽
・
関
東
・

相
模
・
甲
斐
・
東
海
・
尾
張
・
美
濃
］

Ｊ
⑨ 

二
十
四
輩
御
旧
跡
拝
礼　

筆
者
蔵　

　
　

 

飛
騨
国
白
川
牛
丸
村
、孫
六
、天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
三
月
～
七
月
初
旬
、

七
十
四
か
所
［
越
中
・
加
賀
・
越
前
・
湖
東
・
京
・
美
濃 

同
六
年
越
中
・

北
越
・
信
濃　

七
年
京
・
摂
津
・
伊
勢
］

Ｊ
⑩ 

御
旧
跡
巡
拝
帳　

筆
者
蔵　

　
　

 

奥
州
南
部
和
賀
郡
、清
之
助
、天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
三
月
～
七
月
初
旬
、

二
十
四
か
所
［
越
後
・
関
東
・
相
模
・
尾
張
・
美
濃
・
近
江
・
信
濃
・
越
後
］

Ｊ
⑪ 

祖
聖
人
二
十
四
輩
御
旧
跡
巡
拝　

文
書
館
画
像
提
供　

　
　

 

越
前
国
丹
生
郡
余
田
村
、
新
左
衛
門
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
七
月

～
十
月
下
旬
、
四
十
二
か
所
［
関
東
・
北
越
］

Ｊ
⑫ 

高
祖
聖
人
二
十
四
輩
巡
拝　

筆
者
蔵　

　
　

 
越
中
国
新
川
郡
、
鷹
童
富
之
臣
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
五
月
初
旬

～
七
月
下
旬
、
六
十
二
か
所
［
越
中
・
若
狭
・
京
・
播
州
・
讃
岐
・
和
泉
・

紀
伊
・
江
州
］
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Ｊ
⑬ 

祖
師
聖
人
蓮
如
上
人
御
旧
跡
巡
拝
記　

文
書
館
画
像
提
供

　
　

 
越
前
国
大
野
郡
今
井
村
、
五
三
郎
、
安
政
五
年
（
一
八
五
二
）
五
月

二
十
八
日
～
、
十
六
か
所
［
越
前
］

Ｊ
⑭ 

祖
師
聖
人
二
十
四
輩　

蓮
成
寺
蔵

　
　

 

伊
勢
国
桑
名
郷
朝
明
郡
富
田
一
色
、
利
八
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二

月
～
十
一
月
下
旬
、
二
十
三
か
所
［
伊
勢
・
尾
張
・
信
濃
・
関
東
・
奥
羽
・

北
陸
・
近
江
・
和
泉
］

Ｊ
⑮ 

高
祖
聖
人
御
旧
跡
巡
拝　

筆
者
蔵

　
　

 

摂
州
西
成
郡
上
福
島
村
、
能
登
屋
柴
蔵
母
ふ
で
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

四
月
初
旬
～
十
月
下
旬
、
二
百
二
十
三
か
所
［
湖
西
・
北
陸
・
奥
羽
・
関

東
・
相
模
・
甲
斐
・
東
海
・
美
濃
湖
東
］

Ｊ
⑯ 

親
鸞
聖
人
御
旧
跡
巡
拝
帳　

筆
者
蔵

　
　

 

濃
州
海
西
郡
成
戸
村
、
勢
以
・
幾
以
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
閏
三
月

中
旬
～
閏
三
月
下
旬
、
六
十
二
か
所
［
京
・
湖
西
・
越
前
・
加
賀　

同
四

月
下
旬
～
七
月
下
旬
奥
羽
・
関
東
］

Ｊ
⑰ 

御
旧
跡
御
印
鑑
帳　

文
書
館
画
像
提
供

　
　

 

越
前
国
大
野
郡
中
ノ
手
村
、
斧
右
衛
門
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月

～
不
詳
、
十
か
所
［
近
江
・
関
東
・
奥
羽
・
北
陸
（
残
闕
の
み
）］

Ｊ
⑱ 

祖
師
聖
人
御
旧
跡
巡
拝　

文
書
館
蔵

　
　

 

越
前
国
丹
生
郡
乙
坂
村
、
三
郎
右
衛
門
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月

三
日
～
八
月
下
旬
、
五
十
九
か
所
［
北
陸
］

Ｊ
⑲ 

高
祖
聖
人
二
十
四
輩
巡
拝
記　

蓮
成
寺
蔵

　
　

 

伊
勢
国
員
弁
郡
平
野
新
田
、
古
川
す
ゑ
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
五

月
中
旬
～
五
月
下
旬
、
十
三
か
所
［
北
陸
・
信
濃
］

Ｊ
⑳ 

無
題　

筆
者
蔵

　
　

 

尾
張
中
島
郡
玉
野
村
、
吉
田
甚
右
衛
門
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
四

月
初
旬
～
十
月
初
旬
、
二
百
六
十
四
か
所
［
美
濃
・
京
・
湖
西
・
北
陸
・

信
濃　

翌
年
尾
張
・
三
河　

翌
々
年
東
海
・
相
模
・
関
東
］

Ｊ
㉑ 

見
真
大
師
二
十
四
輩
巡
拝 

筆
者
蔵　

　
　

 

羽
前
国
東
置
玉
郡
萩
村
、
加
賀
ふ
よ
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
二

月
～
七
月
下
旬
、
百
八
十
か
所
［
関
東
・
相
模
・
東
海
・
美
濃
・
湖
東
・
京
・

湖
西
・
北
陸
・
信
濃
］

Ｊ
㉒ 

見
真
大
師
御
旧
跡
巡
拝
帳 

筆
者
蔵

　
　

 

羽
前
国
東
置
玉
郡
萩
村
、
加
賀
は
る
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
二

月
二
十
五
日
～
七
月
下
旬
、
九
十
九
か
所
［
湖
西
・
北
陸
・
信
濃
］

（
一
）
巡
拝
ル
ー
ト

　

前
出
の
案
内
本
は
概
ね
京
都
・
湖
西
を
通
り
入
越
し
、
吉
崎
か
ら
加
賀
に
向

か
い
、
越
中
・
越
後
か
ら
信
濃
を
経
て
関
東
入
り
し
相
模
・
甲
斐
に
戻
り
東
海
・

美
濃
・
湖
東
を
経
て
京
に
戻
る
ル
ー
ト
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
出

発
地
に
よ
り
、
か
な
り
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

イ 　

越
前
人
の
七
件
の
場
合
は
、
越
前
圏
内
一
件
、
北
陸
圏
内
二
件
、
北
陸
・

関
東
圏
二
件
、
湖
東
・
美
濃
・
信
濃
・
北
陸
一
件
、
北
陸
・
信
濃
・
東
海
・

伊
勢
・
京
・
湖
東
圏
一
件
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
ま
た
巡
拝
期
間

は
田
植
え
前
一
件
、
田
植
え
後
六
件
と
、
圧
倒
的
に
田
植
え
後
に
行
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ロ 　

美
濃
人
の
場
合
（
二
件
）、
海
西
郡
人
の
場
合
で
は
、
閏
三
月
中
旬
に
出
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越
前
に
於
け
る
二
十
四
輩
巡
拝
に
つ
い
て

発
し
京
に
入
り
湖
西
を
経
て
越
前
・
加
賀
を
巡
り
同
月
末
に
戻
っ
て
い
る
。

不
破
郡
人
の
場
合
は
、
大
野
か
ら
入
越
し
、
丹
南
を
通
ら
ず
福
井
・
吉
崎
を

経
て
加
賀
入
り
し
、
北
陸
・
奥
羽
・
関
東
・
相
模
・
甲
斐
・
東
海
を
経
て
美

濃
に
戻
っ
て
い
る
。
五
月
中
旬
に
出
発
し
十
月
中
旬
に
戻
っ
て
い
る
。

ハ 　

尾
張
人
の
場
合
（
二
件
）
は
美
濃
か
ら
湖
東
を
経
て
京
に
入
り
、
湖
西
を

経
て
入
越
し
、
北
陸
・
信
濃
・
美
濃
を
経
て
戻
っ
て
い
る
。
一
件
は
正
月
に

出
発
し
四
月
下
旬
に
戻
っ
て
い
る
。
後
一
件
は
四
月
に
出
発
し
十
月
初
旬
に

戻
っ
て
い
る
。

ニ 　

摂
津
人
の
場
合
（
一
件
）
は
京
を
経
て
湖
西
か
ら
入
越
し
、
北
陸
・
奥
羽
・

関
東
を
経
て
戻
っ
て
い
る
。
二
月
に
出
発
し
十
月
下
旬
に
戻
っ
て
い
る
。

ホ 　

大
和
人
の
場
合
は
京
・
湖
西
を
経
て
入
越
し
、
北
陸
・
信
濃
・
奥
羽
・
関

東
・
相
模
・
甲
斐
・
東
海
・
尾
張
・
美
濃
を
経
て
戻
っ
て
い
る
。
三
月
初
旬

に
出
発
し
、
当
月
下
旬
に
越
前
を
通
過
し
、
百
七
十
七
ケ
寺
を
回
っ
て
十
一

月
下
旬
に
戻
っ
て
い
る
。

ヘ 　

伊
勢
人
の
場
合（
二
件
）、一
件
は
尾
張
・
信
濃
を
経
て
関
東
入
り
し
、奥
羽
・

北
陸
・
近
江
・
和
泉
を
経
て
戻
っ
て
い
る
。
二
月
に
出
発
し
十
一
月
下
旬
に

戻
っ
て
い
る
。
後
一
件
は
明
治
十
五
年
に
巡
拝
期
間
も
半
月
ほ
ど
で
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
し
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
参
考
に
は
な
ら
な
い
。

ト 　

奥
州
南
部
人
の
場
合
（
一
件
）
は
越
後
か
ら
関
東
入
り
し
、
相
模
・
尾
張
・

美
濃
を
経
て
湖
東
か
ら
信
濃
・
越
後
を
経
て
戻
っ
て
い
る
。
三
月
に
出
発
し

七
月
初
旬
に
戻
っ
て
い
る
。

チ 　

羽
前
人
の
場
合
（
二
件
）
は
関
東
・
東
海
・
京
に
入
り
湖
西
を
経
て
入
越

し
、
北
陸
を
北
上
し
て
戻
っ
て
る
。
十
二
月
に
出
発
し
七
月
下
旬
に
戻
っ
て

い
る
。
こ
の
二
件
は
身
内
同
士
ら
し
い
が
何
故
か
同
道
し
て
い
な
い
。

リ  　

越
後
人
の
場
合（
二
件
）、一
件
は
信
濃
を
経
て
京
に
入
り
、近
江
通
過
ル
ー

ト
は
不
明
で
、
入
越
し
北
陸
を
北
上
し
て
戻
っ
て
い
る
。
四
月
初
旬
に
出
発

し
五
月
中
旬
に
は
戻
っ
て
い
る
。
後
一
件
は
北
陸
を
南
下
し
、
吉
崎
か
ら
入

越
し
湖
西
を
経
て
河
内
・
伊
勢
・
尾
張
・
三
河
・
信
州
を
経
て
戻
っ
て
い
る
。

七
月
初
旬
に
出
発
し
八
月
下
旬
に
戻
っ
て
い
る
。

ヌ 　

飛
騨
人
の
場
合
（
一
件
）
は
越
中
を
経
て
南
下
し
吉
崎
か
ら
入
越
し
、
湖

東
を
経
て
京
・
美
濃
を
経
て
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
後
年
に
な
っ
て
越
後
・
信

濃
を
回
っ
て
い
る
。
最
初
は
十
月
下
旬
に
出
発
し
十
二
月
に
戻
っ
て
い
る
。

ル  　

越
中
人
の
場
合
（
一
件
）
は
北
陸
を
南
下
し
吉
崎
か
ら
入
越
し
、
三
十
八

社
か
ら
今
泉
（
河
野
）
を
経
て
海
運
に
よ
っ
て
敦
賀
に
渡
り
、
小
浜
・
熊
川

を
経
て
京
に
入
り
、
播
州
・
讃
岐
・
和
泉
・
紀
伊
・
江
州
を
経
て
戻
っ
て
い

る
。
五
月
初
旬
に
出
発
し
七
月
下
旬
に
戻
っ
て
い
る
。

ヲ 　

総
括
す
る
と
、
農
閑
期
を
使
っ
て
手
早
く
近
場
を
回
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ま
た
出
発
地
か
ら
効
率
的
に
回
っ
て
限
ら
れ
た
期
間
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る

ル
ー
ト
を
周
到
に
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

 　

総
廻
す
れ
ば
早
く
て
四
ヶ
月
、
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
で
は
七
ヶ
月
費
や
し
て

い
る
。
冬
の
間
は
雪
の
な
い
太
平
洋
岸
を
回
り
、
北
陸
は
雪
が
消
え
た
頃
に

北
陸
を
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
総
廻
は
二
十
二
件
中
六
件
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
極
力
農
閑
期
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

 　

美
濃
海
西
郡
人
と
飛
騨
白
川
人
、
尾
張
中
島
人
の
場
合
は
数
回
に
分
け
て

巡
拝
し
て
い
る
。
美
濃
海
西
郡
人
の
場
合
は
田
植
え
前
に
京
・
湖
西
・
越
前
・

加
賀
を
回
り
、
四
月
下
旬
に
再
出
発
し
奥
羽
・
関
東
を
七
月
下
旬
に
回
っ
て
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い
る
。
飛
騨
人
の
場
合
は
初
回
に
越
中
か
ら
南
下
し
て
湖
東
を
経
て
京
に
入

り
、
美
濃
を
経
て
戻
り
、
次
回
に
北
越
か
ら
信
濃
、
三
回
目
に
山
城
・
摂
津
・

伊
勢
を
回
っ
て
い
る
。
尾
張
中
島
人
の
場
合
は
初
回
に
京
に
出
て
か
ら
北
陸

を
北
上
し
て
信
濃
を
経
て
戻
り
、
二
回
目
に
尾
張
・
三
河
を
回
り
、
三
回
目

に
東
海
を
北
上
し
て
相
模
・
関
東
を
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
廻
も
一

つ
の
形
態
で
あ
ろ
う
。

　

 　

ま
た
播
州
や
讃
岐
・
紀
伊
あ
る
い
は
伊
勢
な
ど
の
名
所
に
足
を
延
ば
す

ケ
ー
ス
も
目
立
つ
。

（
二
）
越
前
通
過
日
数

　

二
十
二
件
中
、越
前
人
や
越
前
不
通
過
な
ど
を
除
く
十
一
件
を
対
象
と
し
て
、

平
均
通
過
日
数
は
六
日
半
で
あ
り
、
早
く
て
四
日
、
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
で
は
十

日
費
や
し
て
い
る
。
早
回
り
で
は
芋
ヶ
平
や
毫
摂
寺
や
柘
植
の
旧
跡
や
加
戸
や

三
国
を
経
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

（
三
）
越
前
通
過
ル
ー
ト

　

多
く
は
湖
西
か
ら
入
越
し
、
吉
崎
を
抜
け
て
い
る
。
変
わ
り
種
は
湖
西
を
経

な
い
で
船
で
長
浜
に
渡
り
、
湖
東
を
経
て
入
京
す
る
ケ
ー
ス
。
ま
た
三
十
八
社

か
ら
今
泉
へ
行
き
、
船
で
敦
賀
に
渡
り
、
小
浜
・
熊
川
を
経
て
入
京
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
ま
た
美
濃
か
ら
大
野
か
ら
入
越
し
北
上
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（
四
）
加
賀
で
の
通
過
ル
ー
ト

　

天
保
三
年（
一
八
三
二
）以
前
は
山
中
湯
を
通
過
し
な
い
ケ
ー
ス
が
殆
ど
だ
が
、

そ
れ
以
降
は
多
泊
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
ま
た
山
城
（
山
代
）
に
至
っ
て
は

明
治
十
八
年
に
一
件
通
過
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
。

　

な
お
加
賀
以
北
で
海
運
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
無
い
か
見
て
み
た
が
、
そ
の

ケ
ー
ス
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
五
）
巡
拝
帳
へ
の
版
木
使
用
と
御
朱
印

　

天
明
年
間
で
は
専
照
寺
と
油
屋
の
み
が
版
木
を
用
い
て
い
た
が
、
文
化
年
間

で
は
版
木
の
普
及
が
進
ん
だ
よ
う
だ
。
し
か
し
福
井
御
坊
や
吉
崎
御
坊
で
は
版

木
利
用
に
抵
抗
が
あ
っ
た
ら
し
く
、明
治
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
用
い
ら
れ
た
。

　

普
及
が
進
ん
だ
理
由
は
小
中
規
模
の
寺
院
で
は
能
筆
家
を
常
時
配
置
し
て
お

く
こ
と
か
ら
免
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
福
井

御
坊
や
吉
崎
御
坊
で
は
当
番
制
を
採
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
番
役
の
収
入
源

と
も
な
っ
て
い
た
た
め
、
版
木
利
用
に
抵
抗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
嘉
永
七
年
の
芋
が
平
で
の
版
木
が
つ
ぶ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
版
木
が

更
新
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
版
木
が
高
額
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

対
照
的
に
専
照
寺
は
参
拝
者
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
五
種
の
版
木
が
確

認
で
き
る
。
ま
た
同
時
期
に
複
数
の
デ
ザ
イ
ン
の
版
木
を
保
有
し
て
い
た
ケ
ー

ス
も
確
認
で
き
る
。

　

朱
印
が
使
わ
れ
る
時
期
を
み
て
お
こ
う
。
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
で
は
大
半

は
黒
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
一
割
程
度
に
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
越
前
で

は
朱
印
は
専
照
寺
の
み
で
あ
っ
た
。
版
木
使
用
は
専
照
寺
と
油
屋
の
み
で
あ
っ
た
。

　

文
化
三
年（
一
八
〇
六
）に
な
っ
て
も
誠
照
寺
の
み
に
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

版
木
使
用
は
誠
照
寺
・
興
宗
寺
・
本
覚
寺
・
照
厳
寺
に
広
が
っ
て
い
る
。
同
四

年
で
は
敦
賀
山
中
光
伝
寺
・
万
法
寺
・
証
誠
寺
・
真
宗
寺
に
版
木
使
用
が
広
が

り
、
五
割
が
版
木
と
な
っ
た
。
朱
印
も
光
伝
寺
・
油
屋
に
広
が
り
、
全
体
の
四

分
の
一
に
押
さ
れ
る
ま
で
に
普
及
が
進
ん
だ
。
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ち
な
み
に
嘉
永
七
年
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
朱
印
帖
で
は
実
に
五
十
ケ
寺
が
版

木
を
使
用
し
て
い
る
。
朱
印
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
一
ケ
寺
だ
け
だ
っ
た
。

（
六
）
巡
拝
者
に
つ
い
て

　

巡
拝
者
の
性
別
と
職
業
な
ど
を
み
て
お
こ
う
。
血
ヶ
平
（
越
前
丹
生
郡
）
の

例
で
は
家
族
と
み
ら
れ
る
三
名
（
男
子
二
名
女
子
一
名
）
が
同
行
し
て
い
た
よ

う
だ
。
ま
た
横
市
（
越
前
今
立
郡
）
の
例
で
は
夫
妻
で
巡
拝
し
て
い
る
。
ま
た

羽
前
の
加
賀
氏
で
は
同
族
と
み
ら
れ
る
女
子
二
名
が
同
行
し
て
い
た
。
し
か
し

圧
倒
的
に
男
子
の
独
行
が
多
い
（
十
二
件
）
が
、
四
件
の
女
子
の
独
行
も
み
ら

れ
る
。
ま
た
女
子
の
独
行
は
ゆ
っ
た
り
し
た
旅
程
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
商
家
の
老
母
が
一
件
、
武
家
が
一
件
み
ら
れ
る
他
は
、
圧
倒
的
に
農
家

が
多
い
。
年
令
は
不
詳
だ
が
、
名
号
を
持
っ
て
い
た
り
、
母
と
記
す
点
か
ら
み

て
第
一
線
を
退
い
た
隠
居
の
身
で
あ
る
高
齢
者
が
多
い
よ
う
だ
。

註（
１
）「
遺
徳
法
輪
集
」（
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書 

史
伝
部
捃
聚
抄
・
法
輪
集
・
二
十
四
輩

記
・
大
谷
遺
迹
録
』
蔵
経
書
院
、
一
九
一
三
年
）
九
七
頁
。

（
２
）「
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
二
十
四
輩
記
」
同
前
二
一
二
頁
。

（
３
）「
大
谷
遺
跡
録
」
同
前
三
三
五
頁
。

（
４
）「
諸
寺
異
説
弾
妄
」
同
前
四
三
六
頁
。

（
５
）「
御
旧
跡
并
二
十
四
輩
記
」（
福
井
県
文
書
館
蔵 

近
藤
彦
右
衛
門
家
文
書
）。

参
考
文
献

渡
辺
信
和
「
二
十
四
輩
巡
拝
と
そ
の
案
内
書
」（『
巡
礼
記
研
究
』
第
四
集
、
二
〇
〇
七
年
）

二
三
頁

○記述あり　●伽藍図　■景色図　▲情景図　数字は図版番号
寺名（所在地等）／資料番号 G ① G ② G ③ G ④ G ⑤ G ⑥ G ⑦ G ⑧ G ⑨ G ⑩ G ⑪
荒乳山（敦賀） ○ ■ 1 ○ ○
芋ヶ平（今庄） ○ ○ ○
毫摂寺（今立郡清水頭村） ○ ● 2 ○ ○ ● 3 ○ ○
陽願寺（府中） ○ ○ ○ ○
證誠寺（今立郡横越村） ○ ○ ○ ○ ● 4  ▲ 5 ○ ○
誠照寺（今立郡鯖江） ○ ○ ○ ○ ● 6 ○ ○
車道場（今立郡鯖江） ▲ 7 ▲ 8
万法寺（今立郡鳥羽村） ○ ○ ○ ○ ○
常照寺（三十八社村） ○
称名寺（麻生津村） ○
法興寺（足羽郡岩倉村） ○ ○ ○
専照寺（福居木田町） ○ ○ ○ ○ ● 9 ○ ○
橘宗賢（北庄木田村） ○ ○ ○ ○ ▲ 10 ○ ▲ 11 ○
浄徳寺（北庄木田村） ○
本覚寺（福居和田村） ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 12 ○ ○
興宗寺（福居但馬村） ○ ○ ○ ○ ○ ● 13 ○ ○
橋立真宗寺（福居） ○ ○ ○ ○ ● 14  ▲ 15 ○ ○
福井御坊（福居） ● 16 ○
東御坊（福居） ○ ○ ● 17 ○ ○
西御坊（福居） ○ ○ ● 18 ○ ○
油屋勘左衛門（福居松本町） ○ ○ ○ ○
願乗寺（福居） ○
法雲寺（大味浦） ○ ○ ○
柘枉（舟橋） ○ ○ ■ 19 ○ ■ 20 ○
照厳寺（久末） ○ ○
鋸坂（細呂木） ○ ○ ○ ○
西光寺（川尻） ○ ● 21 ○ ○
吉崎（吉崎） ■ 22 ■ 23 ■ 24  ▲ 25 ○
東御坊（吉崎） ○ ○ ● 26 ○ ○
西御坊（吉崎） ○ ○ ● 26 ○ ○
嫁おどし（吉崎） ▲ 27
敦賀湊（敦賀） ■ 28 ■ 29 ■ 30
湯尾峠（湯尾） ■
九十九橋（福居） ■ 31 ■ 32
舟橋（舟橋） ■
三国湊（三国） ■
三国遊女（三国） ■

表一　二十四輩巡拝案内本一覧表（越前）
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六
十
二
巻
一
号

二十四輩巡拝案内本図集（1）

１荒乳山（愛発） ３毫摂寺

４ 証誠寺 ６誠照寺

７車道場５証誠寺勅号

２毫摂寺 ８車道場
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二十四輩巡拝案内本図集（2）

９専照寺 10 橘宗賢

11 橘宗賢 12 本覚寺

13 興宗寺 14 真宗寺 16 福井御坊

15 真宗寺由緒 17 東御坊



32

若
越
郷
土
研
究　

六
十
二
巻
一
号

二十四輩巡拝案内本図集（3）

18 西御坊 19 柘植

20 柘植 21 西光寺

22 吉崎

23 吉崎

32 九十九橋

25 吉崎
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二十四輩巡拝案内本図集（4）

26 吉崎

27 嫁威し 28 敦賀湊

29 敦賀湊 30 敦賀湊

31 九十九橋

　24 吉崎
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六
十
二
巻
一
号

寺名（所在地）／資料番号 Ｊ① Ｊ② J③ J④ J⑤ J⑥ J⑦ J⑧ J⑨ J⑩ J⑪ Ｊ⑫ Ｊ⑬ Ｊ⑭ Ｊ⑮ Ｊ⑯ Ｊ⑰ Ｊ⑱ Ｊ⑲ Ｊ⑳ Ｊ㉑ Ｊ㉒
光傳寺（敦賀山中村） 33□ □ 34○（4/17） □（3/20）
願円寺（敦賀山中村） 35○
円教寺（敦賀） 36□ □ □ □（3/20） □（5/2） □ □
浄念寺（今庄） 37○
教念寺（今庄芋ヶ平） 38□道場 □道場（3/22） 39○（5/5） ○ ○
毫摂寺（今立郡清水頭村） □（3/23） 40□（11/4） □（4/21） □（3/23） 41□（5/6） □（6/12） □
證誠寺（今立郡横越村） 42□ □ ○（11/3） □ □（3/24） 43□（5/7） □ □
誠照寺（今立郡鯖江） 44□ □ □ □ □ □ □（3/24） 45□ □
万法寺（今立郡鳥羽村） 46□ □ ○（11/2） □ □（3/24） □（5/7） ○
常照寺（三十八社村） 47○（2/6） ○（7/18） ○（6/6） ○（閏4/3） 48□ ○（5/7） ○ ○
称名寺（麻生津村） 49○ ○（3/24） 50□（5/7） ○ ○
法光寺（足羽郡赤坂） 51○（6/18）
秘鍵寺（福居花堂） 52○（4/23） 53□
専照寺（福居木田町） 54□ □ 55□ □ □ □ ○（6/16） ○（3/24） 56□（5/7） □（6/13） □（6/15）
橘宗賢（北庄木田村） ○（5/23） ○（6/25） ○（7/18） ○（3/24） 57□ ○□ ○（閏4/3） ○（3/24） ○（5/7） ○ ○
本覚寺（福居和田村） 58○ 59□ ○ □ □ □ □ □（4/24） □（3/24） 60□（5/8） ○ ○
興宗寺（福居但馬村） ○（5/23） 61□（5/4） ○ □ □ ○（6/6） ○ □（3/24） 62□（5/8） □ □
橋立真宗寺（福居） 63□ □ □ □ □（3/24） □（5/8） □ □
福井掛所（福居） 64○（5/23） ○（2/6） ○（6/25） ○（7/18） ○（3/24） ○（6/6） ○（6/16） ○（3/24）
西御坊（福居） 65○役所（5/4） ○役所（2/6） ○役所（7/30） ○役所（6/26） ○役所（7/18） ○役所（3/24） ○役所（6/6） ○役所（6/6） ○役所（4/23） ○役所（3/24） ○役所（7/3） 66□別院（5/8） □別院 □別院（6/15）
東御坊（福居） 67○別院（5/15） ○別院（5/7） ○別院（6/13） ○別院（6/15）
願乗寺（福居） 68○（6/13） ○（6/15）
油屋勘左衛門（福居松本町） 69□ □ □ □ □ □ □（3/24） 70○田村（5/8） ○田村 ○田村
法雲寺（大味浦）
厳教寺（森田） 71○（6/16）
浄因寺（森田） 72○ ○（3/24） ○
柘枉（寄安村） □道場（3/24） 73□道場
妙安寺（金津） 74○
常楽寺（加戸村） 75□（6/4） □（閏4/2） □ □
本流院（加戸村） 76□（閏4/2）
智敬寺（三国） 77○（6/5） □（4/29） □（3/25） □ □
西光寺（川尻） ○（3/26） 78○（6/5） ○（閏4/1） ○（3/25） ○（7/3） ○（6/17）
照厳寺（久末） 79□（5/5） □（2/8） □（4/29） □（4/24） □（5/8）
西御坊（吉崎） 80○会所（2/8） 81○御堂（6/27）82○兼帯（11/17） ○兼帯（3/27） ○兼帯（11/1） ○兼帯（6/3） ○兼帯（4/28） ○兼帯（4/25） ○兼帯（3/26） ○兼帯（7/5） 83○別院（5/16） ○別院（5/9） ○別院（6/15） ○別院（6/19）
東御坊（吉崎） 84○別院（5/16） ○別院（5/9） ○別院（6/14）
願慶寺（吉崎） 85○掛所 86○御坊（2/29） ○掛所（5/5） ○掛所（2/8） ○掛所（6/27） ○掛所（7/17） ○掛所（3/27） ○掛所（11/1） ○掛所(6/3) ○御坊（4/28） ○御坊（4/25） ○御坊（3/26） ○御坊（7/5） 87○（6/19）
西念寺（吉崎） □（3/26） 88○（7/5） ○（6/19）
本光寺（吉崎） 89○（6/19）
法栄寺（吉崎） 90○（6/4） ○ ○（6/19）
道場（大野郡保田村） 91□（5/28）
超勝寺（足羽郡藤島村） ○ 92□
本向寺（足羽郡市波村） ○93□（7/23）
厳福寺（足羽郡圓成寺村） 94○（6/17）
勝万寺（吉田郡志比） 95□
碧岑寺（丹生郡厨浦） 96□
蓮興寺（小浜） ○（6/8）
妙光寺（小浜） □
得法寺（遠敷郡熊川） ○
越前通過日数 4 4 9 7 8 4 5
推定越前通過日数 4 4 5 7 5 5 7 9 7 8 7 10

願成寺（加賀国大聖寺） ○（4/28） ○（7/5） □（5/9） □
専称寺（大聖寺河崎） ○（7/17） ○（4/28） ○ ○（7/5） □（5/9） ○（6/19）
旧光教寺（加賀国山田） □ □（7/14） □ □武兵衛 □武兵衛（29） □武兵衛（5/10） ○
篠生寺（加賀国動橋） ○ ○ □ ○（10/28） ○（6/2） ○（4/28） ○（4/29） ○（3/29） ○（7/5） □（5/12） □（6/20）
専光寺（山城（代）村） ○（5/10）
興宗寺（加賀国月津） □ ○（4/28） ○（4/28） ○
蓮照寺（加賀国月津） ○（2/8） ○（4/28） ○（6/22）
徳性寺（山中菅谷村） ○（5/11） ○
寿経寺（加賀国山中） □ □ ○ ○（3/29） ○（5/10） ○（6/20）
燈明寺（加賀国山中） □ ○（5/10） ○（6/21）
医王寺（加賀国山中） ○（5/12） ○（6/21）
恩栄寺（加賀国山中） ○ ○（6/3） ○
法円寺（山中上原村） □ ○（11/1） ○ ○ □（3/28） ○（5/10）
本覚寺（加賀国小松） ○（2/9） ○（6/29） ○（6/1） ○（4/27） ○（5/1） ○（3/29） ○（7/5） ○（6/15） ○（6/22）
西照寺（加賀国小松） □（7/15） ○（6/1） □（4/27） □
長円寺（加賀国小松） □（5/6） ○ ○（6/29） ○（7/16） ○ ○（4/27） ○（5/1） ○（3/29） ○（7/5） ○（5/12） ○（6/15） ○（6/22）
勝光寺（小松打越） ○（4/28） ○ □
松岡寺（小松波佐谷） ○
本蓮寺（加賀国小松） ○（3/3） □ ○（4/27） ○（5/1） □（3/29） ○（7/5） □
本光寺（加賀国小松） ○（6/22）
本誓寺（松任） ○（5/6） ○（2/10） ○（7/15） ○（4/2） ○（5/29） ○（5/14） ○
照台寺（野々市） ○（3/6）
御坊（加賀国） ○（5/29） ○（2/10） ○（6/30） ○（7/14） ○（4/2） □（5/28） ○（5/3） ○（7/7） ○（5/18）
吉藤御堂専光寺（金沢） ○（4/2） ○（5/28） ○（5/4） ○（5/14） □（6/25）
光教寺（金沢） □（2/10） □（6/30） ○（4/2） □ □（5/14）
光専寺（金沢） □（6/25）
本泉寺（加賀二俣） ○（7/12） ○（4/4） □ □ □（5/14） □
光徳寺（越中法林寺村） ○（7/11） ○（4/4） ○ □ ○（5/15）
瑞泉寺（越中高田井波） □ □（7/11） □ □（10/24） □（5/7） ○（7/20） □（5/16） □（6/29）
勝光寺（越中放生津） □ ○（6/18）
極性寺（越中富山） □（6/3） ○（3/14） □ □ □（5/11） □ ○（7/10） □（5/18） □
傳正寺（高島郡野口村） ○ ○（6/9）
願慶寺（江州海津） ○ ○
蓮光寺（江州海津） ○（2/2） ○（4/16） ○（5/1） ○ ○
浄立寺（高嶋郡浜分村） ○（6/8） ○（6/9）
称福寺（江州月出浦） ○ □（3/19） ○（5/2）
長浜御坊（江州長浜） ○（8/14） ○（11/6）
聖蓮寺（美濃国不破郡） ○（5/18）
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寺名（所在地）／資料番号 Ｊ① Ｊ② J③ J④ J⑤ J⑥ J⑦ J⑧ J⑨ J⑩ J⑪ Ｊ⑫ Ｊ⑬ Ｊ⑭ Ｊ⑮ Ｊ⑯ Ｊ⑰ Ｊ⑱ Ｊ⑲ Ｊ⑳ Ｊ㉑ Ｊ㉒
光傳寺（敦賀山中村） 33□ □ 34○（4/17） □（3/20）
願円寺（敦賀山中村） 35○
円教寺（敦賀） 36□ □ □ □（3/20） □（5/2） □ □
浄念寺（今庄） 37○
教念寺（今庄芋ヶ平） 38□道場 □道場（3/22） 39○（5/5） ○ ○
毫摂寺（今立郡清水頭村） □（3/23） 40□（11/4） □（4/21） □（3/23） 41□（5/6） □（6/12） □
證誠寺（今立郡横越村） 42□ □ ○（11/3） □ □（3/24） 43□（5/7） □ □
誠照寺（今立郡鯖江） 44□ □ □ □ □ □ □（3/24） 45□ □
万法寺（今立郡鳥羽村） 46□ □ ○（11/2） □ □（3/24） □（5/7） ○
常照寺（三十八社村） 47○（2/6） ○（7/18） ○（6/6） ○（閏4/3） 48□ ○（5/7） ○ ○
称名寺（麻生津村） 49○ ○（3/24） 50□（5/7） ○ ○
法光寺（足羽郡赤坂） 51○（6/18）
秘鍵寺（福居花堂） 52○（4/23） 53□
専照寺（福居木田町） 54□ □ 55□ □ □ □ ○（6/16） ○（3/24） 56□（5/7） □（6/13） □（6/15）
橘宗賢（北庄木田村） ○（5/23） ○（6/25） ○（7/18） ○（3/24） 57□ ○□ ○（閏4/3） ○（3/24） ○（5/7） ○ ○
本覚寺（福居和田村） 58○ 59□ ○ □ □ □ □ □（4/24） □（3/24） 60□（5/8） ○ ○
興宗寺（福居但馬村） ○（5/23） 61□（5/4） ○ □ □ ○（6/6） ○ □（3/24） 62□（5/8） □ □
橋立真宗寺（福居） 63□ □ □ □ □（3/24） □（5/8） □ □
福井掛所（福居） 64○（5/23） ○（2/6） ○（6/25） ○（7/18） ○（3/24） ○（6/6） ○（6/16） ○（3/24）
西御坊（福居） 65○役所（5/4） ○役所（2/6） ○役所（7/30） ○役所（6/26） ○役所（7/18） ○役所（3/24） ○役所（6/6） ○役所（6/6） ○役所（4/23） ○役所（3/24） ○役所（7/3） 66□別院（5/8） □別院 □別院（6/15）
東御坊（福居） 67○別院（5/15） ○別院（5/7） ○別院（6/13） ○別院（6/15）
願乗寺（福居） 68○（6/13） ○（6/15）
油屋勘左衛門（福居松本町） 69□ □ □ □ □ □ □（3/24） 70○田村（5/8） ○田村 ○田村
法雲寺（大味浦）
厳教寺（森田） 71○（6/16）
浄因寺（森田） 72○ ○（3/24） ○
柘枉（寄安村） □道場（3/24） 73□道場
妙安寺（金津） 74○
常楽寺（加戸村） 75□（6/4） □（閏4/2） □ □
本流院（加戸村） 76□（閏4/2）
智敬寺（三国） 77○（6/5） □（4/29） □（3/25） □ □
西光寺（川尻） ○（3/26） 78○（6/5） ○（閏4/1） ○（3/25） ○（7/3） ○（6/17）
照厳寺（久末） 79□（5/5） □（2/8） □（4/29） □（4/24） □（5/8）
西御坊（吉崎） 80○会所（2/8） 81○御堂（6/27）82○兼帯（11/17） ○兼帯（3/27） ○兼帯（11/1） ○兼帯（6/3） ○兼帯（4/28） ○兼帯（4/25） ○兼帯（3/26） ○兼帯（7/5） 83○別院（5/16） ○別院（5/9） ○別院（6/15） ○別院（6/19）
東御坊（吉崎） 84○別院（5/16） ○別院（5/9） ○別院（6/14）
願慶寺（吉崎） 85○掛所 86○御坊（2/29） ○掛所（5/5） ○掛所（2/8） ○掛所（6/27） ○掛所（7/17） ○掛所（3/27） ○掛所（11/1） ○掛所(6/3) ○御坊（4/28） ○御坊（4/25） ○御坊（3/26） ○御坊（7/5） 87○（6/19）
西念寺（吉崎） □（3/26） 88○（7/5） ○（6/19）
本光寺（吉崎） 89○（6/19）
法栄寺（吉崎） 90○（6/4） ○ ○（6/19）
道場（大野郡保田村） 91□（5/28）
超勝寺（足羽郡藤島村） ○ 92□
本向寺（足羽郡市波村） ○93□（7/23）
厳福寺（足羽郡圓成寺村） 94○（6/17）
勝万寺（吉田郡志比） 95□
碧岑寺（丹生郡厨浦） 96□
蓮興寺（小浜） ○（6/8）
妙光寺（小浜） □
得法寺（遠敷郡熊川） ○
越前通過日数 4 4 9 7 8 4 5
推定越前通過日数 4 4 5 7 5 5 7 9 7 8 7 10

願成寺（加賀国大聖寺） ○（4/28） ○（7/5） □（5/9） □
専称寺（大聖寺河崎） ○（7/17） ○（4/28） ○ ○（7/5） □（5/9） ○（6/19）
旧光教寺（加賀国山田） □ □（7/14） □ □武兵衛 □武兵衛（29） □武兵衛（5/10） ○
篠生寺（加賀国動橋） ○ ○ □ ○（10/28） ○（6/2） ○（4/28） ○（4/29） ○（3/29） ○（7/5） □（5/12） □（6/20）
専光寺（山城（代）村） ○（5/10）
興宗寺（加賀国月津） □ ○（4/28） ○（4/28） ○
蓮照寺（加賀国月津） ○（2/8） ○（4/28） ○（6/22）
徳性寺（山中菅谷村） ○（5/11） ○
寿経寺（加賀国山中） □ □ ○ ○（3/29） ○（5/10） ○（6/20）
燈明寺（加賀国山中） □ ○（5/10） ○（6/21）
医王寺（加賀国山中） ○（5/12） ○（6/21）
恩栄寺（加賀国山中） ○ ○（6/3） ○
法円寺（山中上原村） □ ○（11/1） ○ ○ □（3/28） ○（5/10）
本覚寺（加賀国小松） ○（2/9） ○（6/29） ○（6/1） ○（4/27） ○（5/1） ○（3/29） ○（7/5） ○（6/15） ○（6/22）
西照寺（加賀国小松） □（7/15） ○（6/1） □（4/27） □
長円寺（加賀国小松） □（5/6） ○ ○（6/29） ○（7/16） ○ ○（4/27） ○（5/1） ○（3/29） ○（7/5） ○（5/12） ○（6/15） ○（6/22）
勝光寺（小松打越） ○（4/28） ○ □
松岡寺（小松波佐谷） ○
本蓮寺（加賀国小松） ○（3/3） □ ○（4/27） ○（5/1） □（3/29） ○（7/5） □
本光寺（加賀国小松） ○（6/22）
本誓寺（松任） ○（5/6） ○（2/10） ○（7/15） ○（4/2） ○（5/29） ○（5/14） ○
照台寺（野々市） ○（3/6）
御坊（加賀国） ○（5/29） ○（2/10） ○（6/30） ○（7/14） ○（4/2） □（5/28） ○（5/3） ○（7/7） ○（5/18）
吉藤御堂専光寺（金沢） ○（4/2） ○（5/28） ○（5/4） ○（5/14） □（6/25）
光教寺（金沢） □（2/10） □（6/30） ○（4/2） □ □（5/14）
光専寺（金沢） □（6/25）
本泉寺（加賀二俣） ○（7/12） ○（4/4） □ □ □（5/14） □
光徳寺（越中法林寺村） ○（7/11） ○（4/4） ○ □ ○（5/15）
瑞泉寺（越中高田井波） □ □（7/11） □ □（10/24） □（5/7） ○（7/20） □（5/16） □（6/29）
勝光寺（越中放生津） □ ○（6/18）
極性寺（越中富山） □（6/3） ○（3/14） □ □ □（5/11） □ ○（7/10） □（5/18） □
傳正寺（高島郡野口村） ○ ○（6/9）
願慶寺（江州海津） ○ ○
蓮光寺（江州海津） ○（2/2） ○（4/16） ○（5/1） ○ ○
浄立寺（高嶋郡浜分村） ○（6/8） ○（6/9）
称福寺（江州月出浦） ○ □（3/19） ○（5/2）
長浜御坊（江州長浜） ○（8/14） ○（11/6）
聖蓮寺（美濃国不破郡） ○（5/18）

表二　二十四輩巡拝帳一覧表（越前）
○　手書　　□　版木　　記号前数字＝図番号　　記号後数字＝通過（月 / 日）
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二十四輩巡拝帳集（1）

45 明治 18 年 誠照寺 46 文化 4 年 万法寺 47 文化 4 年 常照寺 48 嘉永 7 年 常照寺

41 明治 18 年 毫摂寺 42 文化 4 年 証誠寺 43 明治 18 年 証誠寺 44 文化 3 年 誠照寺

37 明治 18 年 浄念寺 38 嘉永 7 年 芋ヶ平 39 明治 18 年 教念寺 40　天保 3 年 毫摂寺

33 文化 4 年 光伝寺 34 嘉永 7 年 光伝寺 35 明治 18 年 願円寺 36 文化 13 年 円教寺
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二十四輩巡拝帳集（2）

61 文化 3 年 興宗寺 62 明治 18 年 興宗寺  63 文化 4 年 真宗寺 64 天明元年 福井掛所

57 天保 3 年 橘宗賢 58 天明元年 本覚寺  59 文化 3 年 本覚寺 60 明治 18 年 本覚寺

53 明治 18 年 秘鍵寺 54 天明元年 専照寺 55 文化 4 年 専照寺 56 明治 18 年 専照寺

49 天保 3 年 称名寺 50 明治 18 年 称名寺 51 安政 5 年 法光寺 52 嘉永 7 年 秘鍵寺
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二十四輩巡拝帳集（3）

77 天保 14 年 智敬寺 78 天保 14 年 西光寺 79 文化 3 年 照厳寺 80 文化 4 年 吉崎西会所

73 明治 18 年 常安道場 74 明治 18 年 妙安寺  75 天保 14 年 常楽寺 76 嘉永 2 年 本流院

69 天明元年 油屋 70 明治 18 年 田村  71 明治 18 年 厳教寺 72 嘉永 7 年 浄因寺

65 文化 3 年 本願寺役所 66 明治 18 年 本願寺別院 67 明治 18 年 大谷別院 68 明治 18 年 願乗寺
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二十四輩巡拝帳（4）

93　安政 5 年 本光寺 94 安政 5 年 厳福寺 95 安政 5 年 勝万寺 96 慶応 4 年 碧岑寺

89　明治 18 年 本光寺 90 天保 14 年 法栄寺 91 安政 5 年 大野保田道場 92 安政 5 年 超勝寺

85　天明元年 吉崎掛所 86 寛政 2 年 吉崎御坊 87 明治 18 年 願慶寺 88 明治 2 年 西念寺

81　文化 8 年 吉崎御堂 82 文化 13 年 吉崎兼帯 83 明治 18 年 吉崎西別院 84 明治 18 年 吉崎東別院


